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主
催
者
挨
拶
で
、
前
田
会
長
は
、
社
会
の
環

境
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
時
代
だ
か
ら
こ
そ

①
「
公
益
」
の
精
神
が
求
め
ら
れ
、
会
員
一
人

一
人
が
認
識
を
新
た
に
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
。

②
地
方
に
お
い
て
は
、
後
継
者
が
お
ら
ず
、
や

む
な
く
廃
業
し
て
い
る
企
業
が
多
い
こ
と
に
対

し
て
、
地
域
全
体
で
何
ら
か
の
手
立
て
が
必
要

な
こ
と
。
③
来
年
1
月
か
ら
開
始
さ
れ
る
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
制
度
に
し
っ
か
り
対
応
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
な
ど
、
会
員
の
理
解
と
協
力
を
求
め

ま
し
た
。

総
会
開
催
に
当
た
り
、
簡
易
版
議
案
書
と
資

料
を
全
会
員
に
配
布
し
、
出
席
を
要
請
し
た
結

果
、
事
前
に
議
決
権
行
使
書
（
２
７
９
件
）
や

委
任
状
（
３
６
０
件
）
を
提
出
し
た
会
員
が
６

３
９
件
と
な
り
、
当
日
出
席
１
２
２
名
を
加
え

て
、
定
款
で

定
め
る
総
会

の
成
立
要
件

を
満
た
し
て

い
る
こ
と
を

確
認
し
て
、

定
刻
に
開
催

さ
れ
た
。

議
事
に
入
る
前
に
、
平
成
26
年
度
功
労
者
表

彰
が
行
わ
れ
、
会
員
増
強
に
尽
力
頂
い
た
地
区

役
員
、
研
修
会
等
の
事
業
に
積
極
的
に
参
加
し

た
り
、
従
業
員
を
参
加
頂
い
た
会
員
企
業
、
ま

た
今
回
で
退
職
す
る
副
会
長
な
ど
11
名
の
方
が

栄
誉
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

議
事
で
は
、
平
成
26
年
度
に
係
る
収
支
決
算

の
承
認
で
は
、
内
容
が
説
明
さ
れ
、
監
査
報
告

の
後
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
27
年
度
の
事
業
計
画
と
収
支
予

算
に
つ
い
て
は
、
理
事
会
の
承
認
を
受
け
て
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
総
会
で
、
役
員
が
任
期
満
了
に
な
る

た
め
、
役
員
改
選
の
投
票
が
行
わ
れ
、
40
名
の

理
事
と
２
名
の
監
事
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
理
事
会
に
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
参
加
し
て
い

た
３
部
会
の
部
会
長
が

理
事
と
し
て
参
加
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

総
会
に
先
立
っ
て
行

わ
れ
た
記
念
講
演
会
で

は
、
拓
殖
大
学
教
授
の

富
坂

聰
氏
が
「
日
本

人
の
知
ら
な
い
中
国
の

現
実
」
と
題
し
、
習
近
平
政
権
下
で
何
が
起
き

て
い
る
か
、
ま
た
ど
こ
に
行
こ
う
と
し
て
い
る

か
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を
使
い
な
が
ら
解
説
し
ま

し
た
。

恒
例
と
な
っ
た
公
開
の
記
念
講
演
会
は
、
30

数
名
の
一
般
参
加
者
も
あ
り
、
時
の
話
題
を
聞

く
場
と
し
て
す
っ
か
り
定
着
し
た
感
が
あ
り
ま

す
。
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挨拶する 前田 会長

去
る
５
月
22
日
㈮
、
ベ
ル
ナ
ー
ル
酒
田
を
会
場
に
第
４
回
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、

新
年
度
の
運
営
を
話
し
合
う
場
と
な
り
ま
し
た
。
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基

本

方

針

法
人
会
の
基
本
方
針
で
あ
る
「
よ

き
経
営
者
を
目
指
す
も
の
の
団
体
」

と
し
て
会
員
の
積
極
的
な
自
己
啓
発

を
支
援
し
、
納
税
意
識
の
向
上
と
公

益
性
の
高
い
社
会
貢
献
事
業
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
組
織
基
盤
の
強
化

を
図
る
た
め
に
、
会
員
増
強
運
動
、

会
員
の
親
睦
交
流
等
の
事
業
を
推
進

し
ま
す
。公

１
の
事
業

法
人
会
の
原
点
で
あ
る
税
知
識
の

普
及
、
納
税
意
識
を
高
め
、
税
制
・

税
務
に
関
す
る
提
言
を
行
っ
て
参
り

ま
す
。
ま
た
、
適
正
で
公
平
な
申
告

納
税
制
度
を
維
持
発
展
さ
せ
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
税
法
・
税
務
に
関

す
る
研
修
会
や
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。税

制
改
正
及
び
制
度
改
正
に
併
せ

て
、
税
務
署
等
の
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
、
説
明
会
等
を
企
画
・
実
施

す
る
と
と
も
に
、
３
部
会
に
お
い
て

も
、
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
な
が
ら
、
テ

ー
マ
を
設
定
し
、
研
修
の
機
会
を
設

け
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に
来
年
1
月

か
ら
実
施
さ
れ
る
「
社
会
保
障
・
税

番
号
制
度
」
い
わ
ゆ
る
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
制
に
つ
い
て
は
、
時
期
に
応
じ
な

が
ら
複
数
回
開
催
し
、
円
滑
に
導
入

さ
れ
る
よ
う
に
会
員
の
み
な
ら
ず
公

開
講
座
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
税
制
改
正
の
提
言
活
動
を

引
き
続
き
実
施
し
、
税
の
オ
ピ
ニ
オ

ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
中
小
企
業
の
活

性
化
に
資
す
る
税
制
を
提
言
し
て
ま

い
り
ま
す
。

全
法
連
に
よ
る
国
会
・
政
党
に
対

す
る
税
制
改
正
提
言
活
動
と
連
動
し
、

地
元
自
治
体
並
び
に
議
会
に
対
し
て
、

当
会
で
も
提
言
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

小
学
生
を
対
象
と
し
た
租
税
教
室

は
、「
出
前
租
税
教
室
」
と
し
て
民

俗
芸
能
と
連
携
し
た
特
徴
的
な
活
動

を
引
き
続
き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

今
年
度
は
５
校
で
実
施
を
予
定
し
て

お
り
、
酒
田
・
飽
海
の
全
て
の
小
学

校
で
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

公
益
法
人
と
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
積
極
的
に
活
用
し
、
開
か
れ
た
情

報
発
信
に
努
め
ま
す
。

公

２
の
事
業

地
域
社
会
と
共
生
を
目
指
し
た
事

業
と
し
て
、
地
域
の
実
情
に
即
し
た

多
彩
な
社
会
貢
献
活
動
を
引
き
続
き

実
施
し
て
参
り
ま
す
。

多
く
の
市
民
・
町
民
に
期
待
さ
れ

て
い
る
「
通
常
総
会
記
念
講
演
会
」

「
税
を
考
え
る
週
間
」
記
念
事
業
、

「
新
年
の
集
い
」
新
春
公
演
会
な
ど

を
実
施
い
た
し
ま
す
。

経
営
セ
ミ
ナ
ー
等
は
、
会
員
の
み

な
ら
ず
、
広
く
一
般
の
企
業
・
住
民

を
対
象
に
公
開
講
座
を
心
が
け
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
寄
与
す
べ
く
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

以
上
、
公
１
と
公
２
の
事
業
が
公

益
活
動
事
業
と
し
て
認
定
さ
れ
て
お

り
、
公
益
団
体
と
し
て
、
公
益
事
業

活
動
比
率
が
50
％
以
上
で
あ
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

交
流
事
業
等

公
益
事
業
活
動
以
外
に
も
、
会
員

の
企
業
や
従
業
員
の
た
め
の
福
利
厚

生
制
度
は
、
引
き
続
き
保
険
３
社

(大
同
生
命
㈱
・
Ａ
Ｉ
Ｕ
保
険
会
社
・

ア
メ
リ
カ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
生
命
保
険

会
社
)と
連
携
し
て
斡
旋
・
普
及
に

協
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
税
に
関
す

る
書
籍
の
斡
旋
を
す
る
【
収
１
】
事

業
や
、
会
員
の
親
睦
交
流
を
図
る

【
他
１
】
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
新

規
事
業
と
し
て
、
交
流
麻
雀
大
会
を

実
施
し
ま
す
の
で
、
多
数
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

組
織
強
化
と
基
盤
整
備

組
織
が
活
発
に
活
動
す
る
に
は
、

組
織
強
化
は
最
大
の
課
題
で
す
。
全

国
的
に
稼
働
法
人
数
が
減
少
傾
向
に

あ
る
中
、
当
地
域
も
同
様
な
環
境
に

あ
り
、
理
事
会
、
地
区
役
員
会
を
中

心
に
会
員
拡
大
を
図
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
会
員
皆
さ
ん
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て
、
会
員
獲
得

を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

第
４
回
通
常
総
会
で
報
告
さ
れ
た

「
平
成
27
年
度
事
業
計
画
・
収
支
予

算
」
は
２
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
平

成
26
年
度
第
３
回
理
事
会
で
承
認
さ

れ
た
も
の
を
報
告
し
た
も
の
で
す
。
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中
国
情
報
は
的
確
か

最
近
の
メ
デ
ィ
ア
は
、
中
国
の
影

響
力
の
増
大
と
日
本
人
の
関
心
の
高

ま
り
で
、
報
道
量
が
多
く
、
か
つ
決

め
つ
け
て
映
し
て
い
る
。
し
か
し
、

実
情
は
そ
う
で
な
く
、
な
ん
と
な
く

す
っ
き
り
し
な
い
情
報
提
供
が
非
常

に
多
い
。
日
本
の
津
々
浦
々
ま
で
、

中
国
の
認
識
が
広
ま
っ
た
こ
ろ
は
、

本
当
の
中
国
は
別
な
国
に
な
っ
て
い

る
。
大
体
周
回
遅
れ
で
情
報
が
入
っ

て
い
る
感
覚
だ
。
例
え
ば
、
わ
い
ろ

が
す
ご
い
と
の
認
識
が
あ
る
と
思
う

が
、
こ
こ
一
年
ぐ
ら
い
は
取
材
の
お

礼
も
受
け
取
ら
な
い
。
そ
の
く
ら
い

中
国
の
常
識
も
変
わ
っ
た
。

反
腐
敗
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

２
０
１
３
年
３
月
に
国
家
主
席
に

就
任
し
た
習
近
平
が
打
ち
出
し
た
政

策
に
、
反
腐
敗
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
あ

り
、
汚
職
を
し
た
官
僚
を
徹
底
的
に

取
り
締
ま
っ
て
い
る
。
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
と
同
時
に
贅
沢
禁
止
令
も
出
さ
れ

て
お
り
、
毎
日
５
０
０
人
が
処
分
さ

れ
て
い
る
。
前
線
で
指
揮
を
し
て
い

る
の
が
王
岐
山
で
、
た
た
け
ば
埃
の

出
な
い
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
中
国

の
官
僚
は
、
こ
の
人
の
名
前
を
聞
い

た
と
た
ん
背
中
が
ゾ
ク
ゾ
ク
す
る
。

自
身
の
失
脚
に
繋
が
る
話
に
な
る
。

習
近
平
は
鄧
小
平
を
超
え
た
か

最
近
で
は
、
毛
沢
東
に
次
い
で
有

名
な
鄧
小
平
を
超
え
た
の
で
は
な
い

か
と
言
わ
れ
て
い
る
。
国
民
か
ら
は
、

そ
の
く
ら
い
強
烈
な
リ
ー
ダ
ー
と
思

わ
れ
て
い
る
。

そ
の
理
由
は
何
か
？

中
国
の
ト
ッ
プ
の
本
音
は
な
か
な

か
見
え
な
い
が
、
１
月
に
執
務
室
か

ら
国
民
に
呼
び
か
け
た
。
こ
の
放
送

を
大
勢
の
国
民
が
見
て
お
り
、
支
持

を
し
て
い
る
。
そ
こ
で
語
ら
れ
た
こ

と
は
、「
こ
の
一
年
風
紀
を
糺
し
、

形
式
主
義
に
反
対
し
、
官
僚
主
義
と

闘
い
、
享
楽
主
義
と
も
戦
っ
て
き

た
。」「
ト
ラ
も
ハ
エ
も
逃
が
さ
な

い
」、
習
近
平
は
本
気
で
ト
ラ
退
治

を
始
め
た
。
彼
を
表
す
る
言
葉
と
し

て
、「
象
か
ら
降
り
て
蟻
に
乗
っ
た
」

が
あ
る
。
既
存
の
国
家
権
力
か
ら
降

り
て
、
蟻
と
い
う
大
衆
に
乗
っ
た
こ

と
を
意
味
す
る
。
蟻
と
い
う
大
衆
は

普
段
は
弱
い
が
、
ひ
と
た
び
一
つ
の

方
向
に
動
き
出
す
と
本
当
に
恐
ろ
し

い
力
を
発
揮
す
る
。
だ
か
ら
、
そ
の

こ
と
を
良
く
知
っ
て
い
る
習
近
平
は

象
か
ら
降
り
て
蟻
に
乗
っ
た
。

民
生
重
視
!!

三

匹

の

ト

ラ

胡
錦
濤
時
代
で
は
あ
り
え
な
い
大

物
を
次
々
と
ら
え
て
い
る
。
令
計
画
、

周
永
康
、
徐
才
厚
。

こ
の
よ
う
な
大
物
が
失
脚
す
る
と

権
力
闘
争
に
思
わ
れ
る
が
、
令
計
画

の
場
合
は
違
う
。
息
子
の
事
故
の
隠

ぺ
い
に
軍
隊
を
動
か
し
て
し
ま
っ
た
。

周
永
康
の
場
合
は
権
力
闘
争
の
部
類

に
入
る
が
、
周
永
康
に
繋
が
っ
て
い

た
薄
煕
来
と
胡
錦
濤
体
制
の
権
力
闘

争
の
残
り
を
引
き
ず
っ
た
。

習
近
平
が
ト
ラ
退
治
を
本
気
で
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
背
景
に
は
、
ト

ラ
よ
り
恐
ろ
し
い
も
の
が
中
国
に
目

覚
め
始
め
て
い
る
か
ら
。

ト
ラ
よ
り
恐
ろ
し
い
も
の

蟻
が
本
当
の
実
力
を
発
揮
し
そ
う

な
兆
候
が
中
国
に
あ
る
。
ネ
ッ
ト
社

会
で
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
さ
れ
、
失
脚
、

逮
捕
が
後
を
絶
た
な
い
。
人
肉
検
索

と
い
う
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
丸
裸
に
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
格
差
社
会
で
未
来

に
希
望
が
持
て
な
い
大
衆
の
報
復
。

北
京
の
一
流
大
学
を
卒
業
し
て
も
、

コ
ネ
が
な
け
れ
ば
就
職
で
き
ず
、
違

法
な
地
下
室
で
暮
ら
さ
ざ
る
を
得
な

い
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
族
と
言
わ
れ
る
若
者

が
い
る
一
方
、
12
億
円
の
披
露
宴
を

行
っ
た
り
、
コ
ネ
で
若
く
し
て
大
会

社
の
役
員
に
な
る
も
の
も
あ
り
、
不

満
が
鬱
積
し
つ
つ
あ
る
。
習
近
平
は

文
化
大
革
命
で
し
い
た
げ
ら
れ
た
、

人
間
の
底
を
見
た
。
だ
か
ら
蟻
が
怒

り
は
じ
め
る
と
何
が
起
こ
る
か
よ
く

知
っ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
経
験
を

し
た
人
間
が
、
今
中
国
の
ト
ッ
プ
に

い
る
こ
と
を
日
本
人
は
頭
に
入
れ
て

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
二
世
議

員
と
簡
単
に
決
め
つ
け
て
い
る
が
、

発
想
も
、
考
え
方
も
、
危
機
感
の
持

ち
方
も
全
く
違
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、

中
国
の
人
心
を
し
っ
か
り
つ
か
ん
で

い
る
と
思
う
。
今
習
近
平
が
や
っ
て

い
る
こ
と
は
、
病
気
に
例
え
れ
ば
、

手
術
が
必
要
な
の
に
放
置
し
、
痛
み

止
め
を
注
射
し
て
い
る
よ
う
な
も
の

で
、
根
本
治
療
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

た
だ
、
中
国
が
抱
え
る
問
題
に
は
、

そ
の
痛
み
止
め
は
か
な
り
効
く
と
思

わ
れ
る
。
習
近
平
の
間
は
痛
み
止
め

だ
け
で
持
っ
て
い
け
る
と
思
う
が
、

２
０
２
２
年
に
退
任
し
た
時
は
ち
ょ

っ
と
心
配
で
あ
る
。

公益社団法人 酒 田 法 人 会平成27年７月１日( )3 第８号

｢日本人の知らない中国の現実｣

講師は、昭和39年 愛知県生まれ、
北京大学 中文系に留学後、「週刊ポ
スト」「週刊文春」記者を経て、平成
14年にフリージャーナリストとして独
立。昨年４月から拓殖大学海外事情研
究所教授に就任。記者の目で見てきた
中国の現実を紹介いただきました。

第４回 通常総会 記念講演会

講 師／拓殖大学教授 富 坂 聰 氏
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平成27・28年度 新体制決まる!!
① 本部役員（理事・監事）
役 職 氏 名 法 人 名
会 長 前 田 直 己 前 田 製 管 ㈱
副 会 長 弦 巻 伸 ㈱ 弦 巻
〃 大 滝 健 二 ㈲ 木 村 屋
〃 滝 井 宗 一 ㈱ 滝 井 商 店
〃 池 田 求 ㈱ 千 代 田
〃 秋 山 伊佐雄 酒 田 天 然 瓦 斯 ㈱

理 事 上 林 直 樹 ㈱ 上 林 鉄 工 所
〃 大 井 誠一郎 大 井 建 設 ㈱
〃 和 島 公 せ ん じ ん 商 事 ㈱
〃 畠 中 昭 治 日 之 出 石 油 ㈱
〃 高 橋 幸 雄 ㈱ 丸 高
〃 阿 部 孝 志 阿 部 建 設 ㈱
〃 加 藤 聡 加 藤 総 業 ㈱
〃 加賀谷 勝 也 ㈱ メ ッ ク カ ガ ヤ
〃 大 場 弥 市 大 場 建 設 ㈱
〃 井 上 義 裕 ㈱ 新 和 設 備
〃 池 田 健 一 ㈱ ふ と ん の 池 田
〃 今 野 博 ㈱ サ カ タ フ ー ズ
〃 齋 藤 博 紀 ㈱齋藤農機製作所
〃 池 田 一 喜 松 山 観 光 バ ス ㈱
〃 川 口 千 晴 ㈱ み な と
〃 庄 司 茂 正 庄 司 建 設 工 業 ㈱
〃 平 岡 清 康 酒 田 海 陸 運 送 ㈱
〃 林 浩一郎 林 建 設 工 業 ㈱
〃 佐 藤 剛 宏 菊 勇 ㈱
〃 吉 川 哲 央 東北東ソー化学㈱
〃 渡 部 佐 界 庄 内 園 芸 緑 化 ㈱
〃 齋 藤 俊 一 ㈱ 齋 藤 精 肉 店
〃 中 村 穣 ハ ク ヨ ウ 電 気 ㈱
〃 齋 藤 英 輔 フ ジ ク ラ 産 業 ㈱
〃 西 村 修 仮 設 機 材 工 業 ㈱
〃 大 谷 正 樹 ㈱ 大 谷 事 務 機
〃 石 井 和 廣 ㈱ 平 田 牧 場
〃 高 橋 芳 彦 酒田共同火力発電㈱
〃 大 泉 公 子 ㈱ 大 泉
〃 後 藤 昭 仁 クリーンサービス㈱
〃 青 山 武 環 清 工 業 ㈱
〃 池 田 新 青 年 部 会 長
〃 佐々木 聖 子 女 性 部 会 長
〃 池 田 順 一 研 修 部 会 長

監 事 五十嵐 亮 日 新 開 発 ㈱
〃 高 橋 竹 夫 ㈱ タ カ ハ シ 会 計

委員会 氏 名 役 職・所 属

組

織

委

員

会

◎ 滝 井 宗 一 副 会 長
○ 上 林 直 樹 (北 部）理事

高 橋 幸 雄 (駅 東）理事
滝 井 宗 一 (中 央 上）理事
平 岡 清 康 (中 央 下）理事
和 島 公 (東 部）理事
畠 中 昭 治 (南 部）理事
加賀谷 勝 也 (河 南）理事
庄 司 茂 正 (遊 佐）理事
阿 部 孝 志 (八幡・松山・平田）理事

税
制
委
員
会

◎ 秋 山 伊佐雄 副 会 長
○ 阿 部 孝 志 理 事

大 井 誠一郎 理 事
平 岡 清 康 理 事
池 田 順 一 三 水 会

総
務
委
員
会

◎ 大 滝 健 二 副 会 長
○ 齋 藤 英 輔 理 事

佐 藤 剛 宏 理 事
佐 藤 憲 二 青年部会ＯＢ
齊 藤 薫 青 年 部 会
南 間 春 子 女 性 部 会
本 間 洋 子 三 水 会

広
報
委
員
会

◎ 池 田 求 副 会 長
○ 渡 部 博 夫 青年部会ＯＢ

杉 山 道 弘 青 年 部 会
大 川 賢 一 青 年 部 会
佐 藤 幸 美 女 性 部 会
鈴 木 啓一郎 三 水 会

Web
委
員
会

◎ 加 藤 聡 理 事
○ 大 谷 正 樹 理 事

佐 藤 博 信 青 年 部 会
荒 井 修 三 水 会

② 地区役員（◎ 地区長 ○ 副地区長）
地 区 氏 名 役 職・法 人 名
北部 ◎ 小 名 守 ㈱ 新 和

○ 大 場 弥 市 理 事
駅東 ◎ 庄 司 冨由子 ㈲ 酒 田 水 道 設 備

○ 池 田 順 一 ㈲池田労務行政事務所
中央上◎ 菊 地 恒 夫 ㈲ 菊 池 菓 子 舗

○ 斎 藤 透 荘 内 証 券 ㈱
中央下◎ 齋 藤 俊 一 理 事

○ 荒 木 照 夫 ㈲ 荒 木 米 穀 店

地 区 氏 名 役 職・法 人 名
東部 ◎ 斎 藤 英 輔 理 事

○ 金 内 勝 彦 ㈱キャドウイング
南部 ◎ 斉 藤 淳 ㈱ 斉 藤 工 業 所

○ 梅 田 恒 夫 ㈱ 梅 田 屋
河南 ◎ 伊 藤 功 ㈱酒田港リサイクル産業センター

○ 須 藤 重 彦 ㈱ 須 藤 製 作 所
遊佐 ◎ 庄 司 茂 正 理 事

○ 本 間 知 広 ㈲ ほ ん ま
○ 金 子 誠 金 子 建 業 ㈱

八幡 ◎ 阿 部 孝 志 理 事
○ 高 橋 正 幸 八 幡 燃 料 ㈱
○ 小 野 浩 弥 ㈲ 一 條 製 材 所

松山 ◎ 池 田 一 喜 理 事
○ 渡 邉 辰 雄 ㈱ 辰 ケ 湯 旅 館
○ 後 藤 俊 ㈲ 後 藤 商 店

平田 ◎ 今 野 博 理 事
○ 佐 藤 達 也 ㈱庄内エコポリス
○ 小 林 健 車 の み ど り ㈲

③ 委員会委員（◎ 委員長 ○ 副委員長）
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「税を考える週間」（11月11日～17日）
の記念事業を、次の内容で行う予定です。
酒田市観光大使、上々颱風(しゃんしゃん
たいふ～ん)のボーカリストを中心に、愉
快な仲間たちが市民会館に集合します。
大勢の皆様に楽しんでいただきながら、
税について考えて頂きたいと思います。

平成27年度
「税を考える週間」記念事業

 

 











































































永
年
役
員
と
し
て
当
会
の
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
、
役
職
定
年
で

退
職
さ
れ
る
理
事
と
、
退
任
す
る
副
会
長
に
対
し
て
、
前
田
会
長
か
ら

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
二
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

「
ジ
ャ
ス
ミ
ン
」
の
皆
様
か
ら
、

懇
談
会
に
花
を
添
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

記
念
講
演
会
に
続
き
中
国
風
に

ま
と
め
て
み
ま
し
た
。

感
謝
状
贈
呈

懇
談
会
に
花
を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た

任期満了による役員改選が行われ、退任した後藤毅、平野宣
両副会長の後任に、池田求理事、秋山伊佐雄理事が就任しました。
また、退任した佐藤悌夫、小林元雄、新田嘉七、天笠俊介の各
理事の後任には次の方々が新しく理事に就任されました。
これまで理事会にオブザーバ参加していた三部会長（青年部会、
女性部会、研修部会（三水会））も在任中理事として活躍をお願
いすることになりました。

８人の新理事誕生!!予告

開催日 11月11日㈬ 午後 6時30分 開演
会 場 酒田市民会館・希望ホール
案 内 9月以降、ポスター・チラシ等で

“酒田の皆様 けてきたよ～！
みんなで歌

うだ

おの、笑おのコンサート”

た た た

石井 和廣 氏
㈱平田牧場

新たな体制を
担います

後藤 昭仁 氏
クリーンサービス㈱

高橋 芳彦 氏
酒田共同火力発電㈱

青山 武 氏
環清工業㈱

佐々木聖子 氏
女性部会長

大泉 公子 氏
㈱ 大 泉

池田 新 氏
青年部会長

池田 順一 氏
研修部会長

和やかに
交流の場が

持たれました

永
い
間

ご
苦
労
様
で
し
た
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青
年
部
会
と
連
携
し
て
実
施
し

て
い
る
「
出
前
租
税
教
室
」
は
、

庄
内
出
羽
人
形
芝
居
の
人
形
遣
い

師

津
盛
柳
貮
郎
さ
ん
と
一
緒
に

南
遊
佐
小
学
校
、
藤
崎
小
学
校
を

訪
問
し
、
子
供
た
ち
に
税
の
大
切
さ
を

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

身
近
な
健
康
問
題
に
つ
い
て
は
、
老

人
保
健
施
設
を
訪
問
し
、
介
護
の
現
状

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

「
い
ち
ご
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」（
節
電
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
）
は
、
駅
前
商
店
街
夏
祭
り

に
呼
応
し
て
、
浴
衣
姿
で
広
く
協
力
を

求
め
ま
し
た
。

10
月
に
は
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
カ
ー
ペ

ッ
ト
と
天
童
木
工
に
視
察
研
修
を
行
い
、

最
先
端
の
デ
ザ
イ
ン
を
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

女
性
部
会
も
役
員
改
選
に
当
た
り
、

新
体
制
と
し
て
次
の
方
々
が
担
う
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

部
会
長

佐
々
木
聖
子

副
部
会
長

佐
藤

幸
美

幹

事

南
間

春
子

野
口

美
保

佐
藤
富
士
子

新
体
制
も
役
員
５
名
体
制
で
運
営
し
、

会
員
間
の
交
流
を
深
め
、
活
動
の
充
実

を
図
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

総
会
を
記
念
し
て
、
酒
田
駅
長

佐

藤
一
晃
氏
が
「
夢
そ
れ
は
『
観
光
の
都

庄
内
』
～
無
限
の
可
能
性
を
信
じ
夢
に

挑
む
！
～
」
と
題
し
、
庄
内
の
観
光
資

源
の
可
能
性
を
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

昨
年
度
は
組
織
拡
大
を
重
要
な

課
題
と
位
置
づ
け
、
新
入
会
員
獲

得
に
役
員
全
員
で
努
力
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
９
人
の
新
し
い
仲
間

が
増
え
、
７
月
に
は
、
新
会
員
と

交
流
納
涼
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
総
務
」「
税
務
」「
社
会

貢
献
」
の
各
委
員
会
で
は
、
計
画

に
基
づ
き
、「
ラ
ン
ナ
ー
」
の
発
行
、

先
進
企
業
視
察
、
話
題
の
「
事
業

承
継
」
の
勉
強
、
新
春
講
演
会
で

は
、
教
育
問
題
な
ど
多
岐
に
わ
た

る
委
員
会
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
継
続
事
業
の
「
出
前
租

税
教
室
」
を
小
学
校
５
校
で
開
催
す
る

中
で
、
３
校
を
担
当
し
、
残
り
の
学
校

は
女
性
部
会
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
の
卒
業
生
が
６
人
と
多

い
こ
と
か
ら
、
新
規
会
員
の
獲
得
を
継

続
し
て
行
う
こ
と
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
役
員
改
選
に
あ
た
り
、

新
役
員
体
制
が
次
の
よ
う
に
決
ま
り
ま

し
た
。部

会
長

池
田

新

副
部
会
長

齊
藤

薫

上
林

え
り

大
川

賢
一

佐
藤

博
信

幹

事

保
科

泰
昭

阿
部
健
太
郎

斎
藤
理
一
朗

若
村

光
司

杉
山

道
弘

総
会
後
の
懇
談
会
は
、
Ｏ
Ｂ
も
含
め

て
50
人
も
の
会
員
の
参
加
を
得
て
、
和

太
鼓
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
大
い
に
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。

昨
年
度
は
、
会
員
企
業
の
実
務
担
当
者
の
研
修
会

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
46
年
を
経
過
し
ま
し
た
。
部
会

体
制
に
切
り
替
え
て
益
々
公
益
性
を
求
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
毎
年
の
よ
う
に
変
わ
る
税
制
や

年
金
制
度
に
し
っ
か
り
と
対
応
で
き
る
よ
う
に
研
修

の
場
を
設
け
な
が
ら
、
経
済
動
向
に
つ
い
て
も
幅
広

く
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

各
企
業
の
労
務
担
当
者
が
正
し
い
知
識
で
業
務
で

き
る
こ
と
を
狙
い
、
弁
護
士
に
よ
る
勉
強
会
も
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

課
外
研
修
は
「
東
日
本
大
震
災
の
そ
の
後
」
と
題

し
、
気
仙
沼
を
訪
問
し
、
ま
だ
ま
だ
復
興
の
道
筋
が

遠
い
現
実
を
目
の
当
た
り
に
し
、
風
化
し
つ
つ
あ
る

思
い
を
、
し
っ
か
り
伝
え
る
必
要
を
感
じ
ま
し
た
。

第
４
回
総
会
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
、
４
月
例
会

で
は
「
平
成
27
年
度
の
経
済
予
測
(本
県
経
済
状
況

に
つ
い
て
)」
と
題
し
、
山
形
財
務
事
務
所

土
屋

清
彦

財
務
課
長
よ
り
講
演
を
い
た
だ
き
、
経
済
指

標
を
基
に
し
た
県
内
の
経
済
状
況
に
つ
い
て
研
修
し

ま
し
た
。

研
修
部
会
も
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、
新
体
制
は
次

の
と
お
り
で
す
。

部
会
長

池
田

順
一

幹

事

鈴
木
啓
一
郎
、
池
田

信
也

本
間

洋
子
、
荒
井

修

鍋
倉

徹
、
土
井

淳

今
年
度
も
年
間
計
画
と
担
当
幹
事
を
決
め
て
事
業

推
進
体
制
を
整
え
、
可
能
な
限
り
「
公
開
」
を
心
が

け
て
研
修
の
内
容
を
充
実
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

佐々木聖子
女性部会長











池田 新
青年部会長

池田 順一
研修部会長














平成27年度 ３部会

酒田法人会の事業の推進に当たり、中心組織である「青年部会」「女性部会」「研修部会
（三水会）」の第４回通常総会が、親会に先立ち４月にそれぞれ開催されました。

青年部会 ４月20日㈪ 18：30～ 日新開発ビル
女性部会 ４月21日㈫ 10：30～ 日新開発ビル
研修部会 ４月15日㈬ 12：45～ ベルナール酒田

新入生の皆さん

卒業生の皆さん

 


